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《陸域動物》 
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《トゥブリ》 
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《海域調査》   多良間島、水納島の周辺は豊かなサンゴ礁が発達、2地点を示す 
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１１．写真で見る生物多様性（浜抱護の林帯に生息する鳥類やヤシガニ） 
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１２．写真で見る腰当森（クサティムイ）・浜抱護 
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１３．写真で見る祭祀「スマフシャラ（秋祓い）」 
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１４．写真で見る祭祀「スツウプナカのトゥブリでの安全・豊漁祈願」 
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１５．水納島における抱護の造成史 

 水納島は多良間島の北西約 10km に位置し、その面積は多良間島の 9 分の 1 程（2.15 ㎢）

の小さな平坦な孤島である。そのため多良間島より冬の季節風や台風の影響をもろに受け

やすく、これらの自然災害から島の生活環境を守るため、昔から島を囲繞する抱護が造成

されてきた。今でもその痕跡が海岸沿いのアダン林、テリハボクの防風防潮林(写真 15-3)、

水納御嶽や集落跡地のフクギ林として残されている。 

宮古島の頭職を代々勤めてきた白川氏の家譜資料によれば、琉球王国の「公事」として

水納島に「針竿」（地積測量）調査などが入ったのは、1744 年からである。それ以前の 1741

（乾隆 6）年には、多良間島の「山敷針竿」（山林測量）などが実施されており、多良間島

調査の 3 年後から水納島の土地測量と同時に、島内における抱護の造成の指針が示され実

施されていった、と考えられる（多良間村史第 1・2 巻、2000・1986）。 

 

 
写真 15-1 琉球王府は 1845 年に島を囲繞する抱護を造成。海浜帯にヤラブ（テリハボク）の造林 

 
写真 15-2  現在の水納島。島の東部には集落と御嶽を囲むように抱護が囲繞する 

 

北海岸 

北海岸 

水納島 

水納島 

水納港 

1945年米軍撮影 

2024年8月撮影 

集落 

集落 水納御嶽 
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この水納島における抱護の造成から 27 年後に、石垣島を震源とする「明和の大津波」が

発生し、その影響で水納島の自然・生活環境が一変する。 

この大津波によって、「多良間島は、人口 3,324 名の内 362 名波に引き流されて溺死し」、

水納島にいたっては、「人一人も残らず、家財諸草木までもすべて引き流され村形もなく

所々大石小石白砂抔寄せ揚げ石原になり、また井戸も崩れ跡形も見えず」（多良間村史第 1

巻、2000）、という惨状になっていた。 

王府はこの水納島が八重山と宮古島を往来する船舶の一時停泊する島としての重要性に

鑑み、早速、用水確保のために多良間島から技術者を派遣して、この島における井戸の掘

削など、村の再建に乗り出していった。1773 年には、在番（役所）役人と数世帯が水納島

に渡り、村の組立てと家造りに取り組んでいる。1774～1778 年には耕地の整備などが行わ

れ、徐々に島民の生活基盤が整えられていった（多良間村史第 1 巻、2000）。 

 

水納島における村の再建が完了した

あと、王府は島を囲繞する抱護の造成に

取り組み、1845 年には、水納島の海浜

帯にヤラブ（テリハボク）の造林を行っ

ている（多良間村史第 1 巻、2000）。ち

なみに、水納御嶽の参道にはフクギ巨木

が林立しているが、その内の最大木

（DBH の直径 54.14cm）から推定する

と、172 年の樹齢になる。この数値を調

査年（2020）から遡ると、1848 年ごろに植えられたことが分かる（福木巨木の巡礼誌、2021）。

先のテリハボクとほぼ同時期に植栽されたことになる(写真 15-5～8)。おそらくこのことは、

1771 年の「明和の大津波」のあと村建てが一段落し、その後、70 年余をかけて抱護の植栽・

再植林に取り組んできた歴史的事実を示すものであろう。明治大正期にも、島の北側の抱

護の空隙を埋めるために、テリハボクの大造林が行われている事実が確認できる(写真 15-1)

 
写真 15-3  緑のトンネル。島南側の水納港から集落に向かう途中のテリハボクの抱護 

 
写真 15-4 現在の水納島の集落。奥に北側の抱護 
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〔多良間村史第 3 巻、2005〕。 

1935（昭和 10）年の国勢調査によれば、水納島には 265 人が住み主に漁業に従事してい

たようだが、1961（昭和 36）年の台風被害と人口飽和状態をきっかけに、同年（1961）に

は琉球政府の計画移民政策によって、18 戸（当時 28 戸）が宮古島の大野越に移住している。

2016 年には水納島の人口は 1 世帯 5 人に急減、2021 年には 2 世帯 3 人になり、現在、180

年前から造成されてきた抱護内で数百頭の牛の飼育を主な生業とする生活が続いている

（（大山、1983、Wikipedia、YAHOOJAPAN 検索水納島）。 

 
写真 15-5 フクギの参道と途中の鳥居 

 
写真 15-6  ﾐﾝﾅﾍﾟｰﾕﾇｽを祀った水納御嶽 

 
写真 15-7 参道のフクギ。樹齢の推定式から王府が

1845 年にヤラブ造林の植栽年と一致する 

 
写真 15-8 石灰岩の隙間を縫って逞しく生きる御

嶽北のフクギ群。その生命力には驚く 
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